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適切 有効性： 適切 最終評価確認者： 森林林業室長　村田　博

目
的

概
要

　外来魚については、市民団体に対し駆除用資材を提供し、駆除に努める。また、特定外来種（アライグマ・ヌートリア）について
は、「亀山市アライグマ・ヌートリア防除実施計画」に基づき、市民に捕獲用檻を貸出すなど駆除に努める。

　生物多様性基本法第５条に規定する「生物多様性の保全及び持続的可能な利用」に関し地方自治体が施策を推進していく責
務に則り、市内における生物多様性の保全に向けた取り組み、及び市民における生物多様性保全の意識向上に努める。

２７年度

総コスト 1,554

一般財源 40 37

1,517 平均給与額×③
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総合判定
　市内のため池に生息する外来魚（ブラックバス等）を駆除する市民団体の活動により、在来種の保護が図られた。ま
た、特定外来種（アライグマ・ヌートリア）について、環境省の許可を得て市民に捕獲檻の貸出を行い捕獲により生活環
境の保全、農作物被害の軽減に繋がった。 Ｃ

あまり進まなかった

　この事業にあっては、外来種の駆除が中心となっており、市全体の生物多様性戦略に欠け、市民の生物多様性への関心、意識向上
には繋がっていない。

　引き続き、外来種駆除実施団体に対し駆除に必要な資材を提供し支援する。また、市全体の生物多様性戦略を構築し、在来植物及
び外来植物に関する調査研究、外来植物の防除、普及啓発の推進を市内の自然保護団体と連携して取り組む仕組みづくりを検討して
いく。

事業目的の妥当性：

前年度からの繰越額

総人件費 1,517
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年度計画 年度実績
○外来魚（ブラックバス、ブルーギル）駆除
　 市民団体活動支援回数：２回

○特定外来種（アライグマ・ヌートリア）駆除
　 捕獲許可件数：38件
　 捕獲数：19頭

県支出金

再
掲

翌年度への繰越額

その他 受益者負担率 0.0% ⑤　/　⑥
地方債

国庫支出金 所要人員 0.20

人
件
費

総人件費 1,517
事業費 40 37 一般職員人件費

計画額 予算額 決算額
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対象 市民、自然保護団体

③
指
標

施策の方向 01:自然資源の保全と多様な生態系の確保 項 保健衛生費
戦略ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 目 環境衛生費

施
策
体
系

基本施策の大綱 03:健康で自然の恵み豊かな環境の創造 財
務
科
目

会計 一般会計
基本施策 04:自然との共生 款 衛生費

単位

Ｈ27(標準事業)
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計画コード 事業名 部名 環境産業部
04060-1 生物多様性保全事業 室名 森林林業室


